（計２枚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２０年５月２７日

「ヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会」
賛同団体　各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「岩手の会」代表　伊藤宣夫

「学習講演＆署名ラストスパート」つどいのご案内
（コロナ感染防止のため参加人数に制限あり）

　新緑の候、みなさまにおかれましては、コロナ禍の中でも平和と民主主義の向上を求め日々尽力されていることと拝察いたします。お疲れ様でございます。
　さて、ご存じの通り「ＮＰＴ再検討会議」は来年に延期になりましたが、ヒバクシャ国際署名は、予定通り9月まで（岩手は9月10日）の最終締め切りに向け回収を続けています。
　世界の願いに反してトランプ政権は、中国やロシアに対抗するため、1992年以来行っていない爆発を伴う核実験の実施を検討し始めたと22日報道されました。ロシアや北朝鮮など、残念ながら核抑止力を信仰する国の迷走と逆走は続いています。
　そうした中、「ヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会」では、以下の内容で署名回収のラストスパートのための集いを開催いたします。
　講師の高橋悠太さんは大学2年生ながら、国連本部や世界各地の大使館を訪問するなど積極的に取り組んでいる方で、ヒバクシャ国際署名の本部事務局をしている林田光弘さんの推薦の方です。若い人の目に映る世界や未来の姿を率直に語ってもらいましょう。講演はオンラインですが、スピーチのメンバーは県内の大学生や、高校生が生出演します。ともに学び、ともにラストスパートへの思いを新たにしましょう。
三密を防ぐため、参加については各団体には２名までの上限（総勢60人まで）をつけてのご案内になります。大変心苦しいのですが、ご了承願います。

〔日時〕　７月４日（土）午後１時３０分～午後３時
〔会場〕　高校教育会館大ホール（盛岡市志家町11-13　ＴＥＬ019-624-0863）
　　　　　　　駐車場はありませんので、近くの「志家大駐車場」などご利用ください。
〔内容〕　核兵器廃絶への思いや決意
講演：高橋悠太さん（慶應義塾大学法学部2年）・・オンライン講演
リレースピーチ：ＮＰＴ再検討会議への派遣予定者だった皆さん
・三輪音葉さん（岩手大学3年）　　・佐藤愛理さん（いわて生協）
・斉藤　愛さん（高校生平和大使）　・荒川博志さん（岩手民医連）














※添付用紙で、出欠の有無、参加者のお名前をメールかＦＡＸで事務局へお願いします。
※今回は、一般には広く呼びかけず、賛同参加団体にのみご案内しました。必ず事前に参加申し込みをした上でご参加ください（当日参加はお断りする場合があります）。
＜お問い合わせ＞
県生協連・三浦　Ｅメール　sn.i04553mm@todock.coop 　fax:019-684-2227
県被団協・下村　Ｅメール　shimo7401@jeans.ocn.ne.jp 　fax：019-622-4635
ヒバクシャ国際署名をすすめる岩手の会　
「学習講演＆署名ラストスパート」つどい　
出欠連絡と参加申込（締切：６／２２）

下の＜幹事団体からのお願い＞を読んだうえで、どちらかにメールかＦＡＸで申し込み下さい。
県生協連・三浦 　Ｅメール sn.i04553mm@todock.coop   　fax：019-684-2227
県被団協・下村　 Ｅメール shimo7401@jeans.ocn.ne.jp 　fax：019-622-4635



２０２０年　　月　　　日

団体名　　　　　　　　　　　　　　　記入者名　　　　　　　　　　　　　　

＜幹事団体からお願い＞
①コロナ感染防止の三密を防ぐため参加人数は総勢で60人までです。大変心苦しいのですが、今回は各団体から２名までの参加をお願いします。
②参加申し込みは６月２２日（月）厳守です。
なお、60名に達した場合は、締め切り前でもお断りする場合があります。

③参加の方は、当日マスクの着用をお願いします。

· 　出欠の有無
　　　　　参加する　　　　　　　　参加しない
　　　　　　
　　参加の方のお名前　　　参加　　　名　




　　　　　　　　　　　　　　　　　
